全労連青年部主催　第五回ユニアカ
模擬団交の台本1
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＜模擬団交の取り組み方の説明＞

班の役割分担

監督：出演しないで、全体をみて指揮をする係り。

経営者役：できるだけ意地悪に。仮装や小道具も用意し、コミカルに。
組合役員：肩書きはさまざまだが、しっかりと頼れる存在を演じる。
労働者：さまざまな悩みを抱える。基本要求は、不払い残業代・長時間労働。
全体の構成（＝班編成）

1部：問題発生。職場でのひどい実態。

2部or3部：組合づくり。問題点整理など。
4部：団体交渉。

· 2話×4部構成＝8班での上演とする。1部8分で1話32分程度に収まるようにアドリブもふくめて作る。班がどの部を担当するかは、クジで決めます。
目的：

　模擬団交をとおして、労働組合の役割と意義、また相談する側にとってかけがえのない存在であることを認識する。組織づくり・仲間づくりの基本を学ぶ。

　また、他者を演じることで、自分とは離れた存在である役＝相手の側の気持ちにたつことも肌で学ぶ機会とする。時には意地悪な経営者、時には切実に苦しむ労働者になりきりましょう。基本は全員出演し、アドリブも含めて必ず発言することで、主体者として参加してもらう。

背景：労働組合結成物語。「安井豆腐店」白い・安い・不味い、の三拍子そろったチェーン店。給料も激安で、社長は腹黒い一族経営で安井一郎とその家族で牛耳っている。最近の不景気で、安くて腹いっぱいたまる豆腐がにわかに売り上げを伸ばし、調子が上向いているが、、、国産大豆に輸入大豆をまぜる（？）偽装疑惑も。
練習する上でのポイント
アドリブはみんなで考えましょう。台詞は言い換えてもかまいませんので、必ずスジは覚えて、自分の言葉として発しましょう。8分という時間に収まるように、はじめと終わりだけは固めておきましょう。班のメンバー全員が一度は見せ場を用意できるように、監督はしっかりと配慮してください。また、見ている人のことを考えて、立ち位置に気を配り、はっきりと声をだしましょう。
困ったことがあったら、事務局まで連絡ください。
「第一話　豆腐は白いか黒いか」

給与明細

	部署
	氏名
	所定労働日
	出勤日
	有休休暇

	本社工場

製造部
	世和井なみお

	２３
	２２
	１

	基本給
	職務手当
	皆勤手当
	役職手当
	諸手当
	支給総額


	200,000
	20,000
	5,000
	20,000
	0
	245,000

	健康保険
	介護保険
	厚生年金
	雇用保険
	所得税
	住民税

	10,250
	1,413
	19,188
	1,500
	3,500
	11,200

	社員懇談会
	その他控除
	控除合計
	
	
	差引支給総額

	500
	0
	47,550
	
	
	197,450


	部署
	氏名
	所定労働日
	出勤日
	時間給

	製造ライン２
	上戸　綾
	２３
	２３
	７００

	基本給
	職務手当
	皆勤手当
	役職手当
	諸手当
	支給総額

	128,800
	0
	10,000
	0
	0
	138,000

	健康保険
	介護保険
	厚生年金
	雇用保険
	所得税
	住民税

	0
	0
	0
	８３３
	2,560
	0

	社員懇談会
	その他控除
	控除合計
	
	
	差引支給総額

	500
	0
	3,893
	
	
	134,930


※この給与明細から、問題点を推理しよう。模擬団交の重要なポイントとなります。
第一部：経営者の自由きまま

監督：                   
経営者・安井一郎：                           
　専務・安井康子：                          
悲しい中間管理職の課長：世和井さん                          
労働者たち：本名で                                                         
世和井：さぁ、今日も一日元気に働くぞ。（掃除をしながら）おはようございます。
労働者１：…おは…
労働者２：（ため息のみしかでない）

世和井：おはようございます！あれ、返事がないぞ？みんな元気に～

（労働者につっこまれる世和井）

１：聞こえているよ。
２：うるさい。

世和井：そうですか、失礼しました。てっきり職場に来るのがいやになったのかと思いました。

（ぞろぞろ入ってくる労働者たち）

（反対側から、社長と専務が入ってくる）

世和井：あ。社長、専務、おはようございます。

社長：おはよう。

専務：あなた、ベンツはもう一台必要よ。買い物にいけないじゃないの。

社長：こら、朝礼のまえだぞ。

専務：だって。国産車は腰がいたいのよ。4ドアなら経費でおちるでしょう。

社長：わかった。わかった。好きにしていいから。

世和井：お話中のところすみません。それでは、そろそろ。朝礼を。

社長：うむ。はじめよう。

専務：とっとと終わらせましょう。

世和井：はい。では、これより安井豆腐、栃木工場の朝のミーティングをおこないます。

（労働者たち、ぞろぞろと並ぶ）

世和井：それでは、社長より、あいさつをお願いします。

社長：みなさん、おはようございます。ご存知のような経営状況の中で、私たちの会社も危機である。国産豆腐の時代は終わりました。輸入ものをバンバンいれて、原価を下げましょう。また、比較的に安い豆腐ですから、売り上げは伸びていますが、利益率はきわめて低い状況で、会社がいつ倒れてもおかしくありません。みなさんが路頭に迷わないように、しっかりとリーダーシップを果たしていきたいと思います。そこで、みなさんには、より一層がんばってもらおうと思い、苦しい中ではありますが、手当てを増額したいと思います。精勤手当てとして、みなさんに5000円、毎月支給します！
（労働者たちがざわめく）

専務：あなた。本当に大丈夫なの。

世和井：私は、この会社に入って20年、社長についてきて、本当によかったと、今、心の底から感動しています！！

社長：うむ。

（拍手する労働者たち）

社長：そこで、給与明細も簡素化いたします。みなさん、経理も大変なので、増額がはっきりわかるようにこのようにいたします。世和井くん、あれを持ってきてくれ。

世和井：はい。（とりにいく）

専務：（ひとりひとりを見ながら）手当てをつけるんですから、今まで以上に、しっかりとがんばってくださいね。わかってるの？
（アドリブでひとりひとりに過剰なプレッシャーをかけていく）
世和井：社長、もってきました。
社長：うむ。では、みなに見せてくれ。

（拡大された給与明細を広げる世和井）

社長：なにか質問はないかな？会場のみなさんからも、どうぞ。
（社長と専務が答える側になり、質疑応答をアドリブで）
（難しい質問には、冗談などで返してもよい。）
（班員の実体験にもとづいた、パワハラなども取り入れ、社長はいやみたっぷりと）
世和井：さぁさあぁ。もういいだろ。みんな、仕事にかかって！
（強引に解散させる）
第二部：労働相談で不満爆発

監督：　　　　　　　
相談員A（書記長）：　　　　　　　　　　　
相談員B（青年）：　　　　　　　　　　　　
労働者たち：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
悲しい中間管理職：世和井　　　　　　　　
＜電話で話す二人は背中あわせになり、互いの顔が見えないようにしてください。＞
労働者たち１：（電話）あのー。相談したいのですが。
相談員A：あー。ちょっと忙しいんだけどね。ホームページみて。

１：あ。あの、電話を切らないでくださいよ。

A：しかたがないな。会社の名前は？

１：え？いきなりですか？

A：相談受付シートがそうなっているから。順に答えて。

１：え？なんか取り調べみたいですね。安井豆腐店ってところで働いています。

A：あ。あのおいしい国産１００％の豆腐。知っているよ。

１：ありがとうございます。

A：それで、内容は？

１：最近、社長が一方的に就業規則を改定して、未払い残業代があることに気がついたのですが。

A：それは、労基法違反だね。労働者の代表の意見が必要なんだよ。

１：いえ。一応、代表の課長が同意したんです。

A：そりゃ、まずいな。あんたもいたの、その場に。

１：はい。気がついたら同意していたというか。

A：そりゃ、だめだね。自己責任だよ。
1：え。自己責任ですか。

A：自分で同意して、やっぱり気に食わないってなっても、他の人はどうなの。

1：いや。しぶしぶ同意しているというか、別にまだなにも。。。

A：はっきりしないな。…。あんたいくつ？

１：あ。27歳です。

A：あ、そう。そしたら、青年ユニオンにまわすね！うん、解決がむずかしいようだから、青年ユニオンがいいね。じゃ、電話を保留にするね。
１：え～～～～？！

B：お電話かわりました。

１：あのー。相談、聞いてくれますか？

B：はい。なんでも。できれば、今から直接、事務所にこれますか？

１：事務所ですか。電話じゃだめなんですかね。
（以下、アドリブで、なんとか事務所にきてもらうように。）
（事務所にくる労働者たち）
B：ようこそ、労働組合へ。
１：今日はよろしくおねがいします。職場の仲間もつれてきました。

B：そうですか。どうぞお入りください。

A：お。こんなにたくさん来たんだ。

B：はい。紹介します。安井豆腐店の○○さんです。

１：こんにちは。
（労働者たちは不審そうにしている）

A：さっそくだけど、どうしたの。

（労働者たちは、会社側への不満を口々にする。）

（中には、まったく関係ない不満もおりまぜながら、アドリブで）
B：そうですか。よくわかりました。

A：現実問題として、いっきに解決するというより、軸を決めて、会社と交渉していく中で職場づくりや、働きやすい環境を考えていくべきかもしれないね。

労働者：会社と交渉できるんですか？

労働者：クビになったりしませんかね。

労働者：それってめんどくさくそう。助けてくれないんですか？
労働者：弁護士じゃないのに、できるんですか？

労働者：お金が取られたりするんじゃないの。

労働者：抵抗したら今よりひどくなるんじゃないですかね。
（労働者たちは口々の疑問を出す。）
A：まず、私たちのことを紹介して、ひとつづつ疑問に答えていきましょう。
B：大丈夫ですよ。僕も、最初は不安でした。でも、おかげで不当解雇を撤回できたんです。
（アドリブで、疑問に答えていく。型どおりではなくてもいい。自分の言葉で。）

労働者：よくわかりました。
B：どうです、みなさん。労働組合に入るより、自分たちでつくってみては。

労働者：そっちのほうがいいな。
A：当面は、非公然でいきましょう。まず、仲間づくりが大切です。他にも着てくれそうな人はいますか？表にたてなくても、協力してくれる人とか。

労働者：はい。さそってみます。

第三部：労働組合をつくろう
監督：　　　　　　　　
相談員A：　　　　　　　
相談員B：　　　　　　　
労働者たち：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
世和井：　　　　　
（労働者が組合づくりの相談をしている）

世和井：あのー。管理職でも相談にのってくれるというのは、ここですか。
A：あー。世和井さん本当に来てくれたんだ。
世和井：連合の組合に相談したら、管理職は管理していればいいから、相談には乗れないといわれました…もうここしかないんです。

B：どうぞ、中にお入りください。ちょうど、会議をしていたところです。

世和井：会議ですか？

労働者：あ、課長！

労働者：探りにきたのか！

労働者：会社側の人間が、なんのようだ。
（労働者は口々に批判する）
A：みなさん、おちついて。世和井さんも今日は、相談にきたんですよ。それだけです。

B：名ばかり管理職って、知っていますか？

労働者：聞いたことはあります。店長なのに、バイトよりひどい給料で働かされる、あれですよね。

（世和井、泣き出す）

世和井：家のローンもあと25年も残っているのに、どうしたらいいんだ、私は。。。

B：みなさん、どうでしょう。会社の環境をよくしていくためにも、ひとりでも多くの協力者が必要です。賃金だけではなく、その後のことも考えて、仲間に迎えてみては。
労働者：裏切らないんであれば、いいかな。

労働者：うん。ま、いいよ。

世和井さん：ありがとうございます。
B：よし、決まった。それではさっそく作戦会議を一緒にやりましょう。

（みんな席につく）

A：問題点を具体的に整理して、まとめていきましょう。
（Bがまとめて、問題点を列挙する）

（それに対して、働く権利手帳をもとに、労働者たちが自ら労働法で答えを見出していく。）

（アドリブもまじえて）
B：これで要求書ができますね。メインは残業代の未払いということで。そして、有休休暇や手当てについても社長側に確認していきましょう。
労働者：よし。いいね。

労働者：そうしたら、うちらの組合の名前をみんなで決めようか。

世和井：安井組合なんてどうでしょう。

労働者：なんだか闘う前から、自分たちを安売りしているみたいでいやだな。
（労働者たちで分会の名前を決める）

A：それでは、さっそく、団体交渉の申し入れをおこないましょう。

第四部：団体交渉です

監督：　　　　　　　
社長：　　　　　　　　　
専務：　　　　　　　　　
ユニオン新委員長：　　　　　　　　　　
相談員：　　　　　　　

組合員たち：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
課長の世和井さん：　　　　　　　　　　　
委員長：今日は、団体交渉に応じてくれて、ありがとうございます。
社長：いったい、どういうつもりだ。

専務：そうよ。あなたたち、そこのなんとか労連にだまされたんじゃないの。

社長：うちらは、社員懇談会を通じて、きちんと３６協定も改定してきているじゃないか。

相談員：どうも、○○労連の○○です。先日、送付したように労働組合をきちんと法律にのっとり結成しましたので、誠実に話し合いに参加してください。

社長：おい、世和井、おまえはなんでそっちに座っているんだ！
（社長と専務は、いろいろ切り崩そうと話しかけてくる。）
（労働者たちは、毅然と回答する。）

委員長：時間の無駄です。誠実な回答をお願いします。

社長：なんだ。生意気な口ぶりだな。

相談員：社長、高圧的に意見を封殺しようとしても、無駄ですよ。労働組合が結成された今、対等の交渉をすすめていくのが、この場ですから。

委員長：要求書にはいくつか書いていますが、今回の交渉のポイントは、残業代の未払いについて、絞り込みたいと思います。

社長：お前たちは金がほしいのか。たいして働きもしないのに。

（労働者たち、口々に問題点を発言する。自分の言葉でいいので、自由に発言）
（社長・専務は、のらりくらりと逃げる。おかど違いな反論もまぜながら）
委員長：私たちは、この職場が好きなんです。白い豆腐を、社長の思惑で黒くしたくありません。きちんと働いて、きちんとお給料をもらいたいだけなんです。

相談員：これは、社長のためでもあるんですよ。数々の法律違反をおこなってきたことがもしオープンになって、社長の責任を社会的に厳しく問われるのか、それとも今すぐに訂正してこの仲間のみんなと一緒に会社を盛り上げていくのか、岐路にたっているんです。

専務：あなた、こんなやつらに負けることはないは。徹底的に痛めつけてやりましょうよ。

相談員：それは見過ごせませんね。不当労働行為で訴える準備もあるんですよ。

社長：いや、すまんかった。専務の発言は間違っている。深くお詫びする。
専務：社長！

社長：専務、もういい。これ以上、汚点を重ねることもあるまい。

委員長：社長、回答をお願いしたいと思います。

社長：わかった。未払い分については、全額は厳しいが、支払うつもりだ。時間をくれ。それ以外の問題は、いますぐ飲めない。会社の資金のやりくりもふくめて、大変なんだよ！
相談員：分かりました。今日のところはそれでいいでしょう。ありがとうございます。合意した部分だけでも、書面でいただけますか？みなさんも、いいですね。

（社長、さらさらと要求書にサインして、渡す。）

組合員たち：よし！（拍手）

委員長：それでは、次の団交の日程をお願いしたいのですが。

社長：連休明けの月曜日の夜でどうだろう。

委員長：それでかまいません。今日はありがとうございました。

＜終わり＞
1

